別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　　　項：保健予防費　　　目：感染症予防費
	事業名:子宮頸がん等ワクチン接種促進事業費補助金　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　健康福祉部　保健医療課　感染症担当　電話番号：058-272-1111
（内2543）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11223@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：1,314,507千円（前年度予算額：0千円）

	事業内容


	１　事業の内容


  平成２２年度の国補正予算により県に造成した子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進臨時基金を財源とし、市町村が実施する子宮頸がん等ワクチン接種事業に要する経費の
１／２を補助する。
（事業対象）　・子宮頸がん予防（ＨＰＶ）ワクチン

　　　　　　　・ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）ワクチン

　　　　　　　・小児用肺炎球菌ワクチン  
入れる
	２　所要経費


子宮頸がん等ワクチン接種事業補助金（1,314,507千円）
（補助対象）　・ワクチン接種緊急促進事業

　　　　　　　・事務費（市町村分）　　　

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅴ　ふるさと岐阜県を未来につなぐ人づくり
　　　　４　生涯を通じての健康づくりに取り組む
	２　これまでの取組状況


　子宮頸がん予防（ＨＰＶ）ワクチン、ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）ワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンについては、国において、厚生科学審議会感染症分科会予防接種部会の意見を踏まえて、予防接種法上の定期接種化に向けた検討が進められている。
　これらのワクチン接種については、疾病の重篤性や予防接種促進に対する国民の　　　要請も高いことを踏まえ、平成２２度に国が子宮頸がん等ワクチンの接種機会を提　　　供するための補正予算を編成し、平成２２年度から２３年度において市町村が実施する　　　子宮頸がん等ワクチン接種事業に対する財政支援を実施することとされた。
　これにより、県は平成２２年度補正予算において、子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進臨時基金を創設し、市町村が実施する子宮頸がん等ワクチン接種事業に対する支援策を講ずることとした。
	３　これまでの取組に対する評価


　平成２２年度県補正予算において、市町村が実施する子宮頸がん等ワクチン接種事業に対する支援策を講じ、接種を促進することにより、女性の子宮頸がん及び乳幼児の細菌性髄膜炎等の予防を図ることが可能となった。

平成２３年度についても、当該事業を継続することにより、予防接種の促進を図る。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	1,314,507
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,314,507

	決定額
	1,314,507
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,314,507


